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神戸市摩耶山の蛾類採集目録

岡村八郎

と理解されたい。はじめに、

六甲山の西部に続く摩耶山（標高約700m)は六甲

山系の中でも特にシイやアカガシの繁茂した暖温帯極

相林に包まれている。

私は1967～1969年の頃、南側にあるケーブル摩耶駅

（標高450m) とロープウェー山上駅（標高690m)及

び売店にある水銀灯、蛍光灯を拠点として、 日没より

最終発の21:00まで、それらに飛来する蛾を主に採集

した。 しかし以後ロープウェーは日没後の運行を中止

したので夜の採集を断念した。

1984年、 7月20日より8月末までは、 ロープウェー

が20:30まで運行すると聞き、 8月後半から夜の採集

を再開した。 しかし、 9月から11月20日まではロープ

ウェーの運行は19:00までで、 9， 10の2ヶ月は明か

るすぎるので採集をあきらめ、 11月は日没がほぼ18：

00なので18～19:00の間、数回採集を行った。 しかし

1985年からはロープウェーの運行は春、秋ともに18：

10までになり、冬期は更に早くなった。そのため今後

数年は摩耶山頂の夜間採集は夏季8月以外望めなくな

った。

摩耶山の蛾類については田中蕃氏力籔1966年に「神戸

市摩耶山に産する若干の蛾類｣､1967年に「神戸摩耶山

に産する大蛾類」として1961～1963年の立派な採集目

録を発表している。 （後尾、文献の部参照妬また遊磨

正秀氏が1973年に「六甲山地域の蛾類1， 11」として

摩耶山の蛾類を含めてまとめている。 （文献の部参照)。

しかし摩耶山はもとより、六甲山系に関する蛾の目

録がこの数年発表されたのを知らないので不充分なの

を承知で、私の現在までの採集標本の記録を簡単な形

で列記する。

講談社の「日本産蛾類大図鑑I、解説編」を参考に

して、なるべくその目次の順序に従ったが、小型の種

で不詳のものはどんどん割愛した。又数回にわけて記

載しては同好者をあきさせるので、科、亜科、種につ

いては和名を列記し、私が興味を持ったや、珍しい種

にのみ学名、データ、説明等をつけた。

なお前述の田中蕃氏の「神戸摩耶山に産する大蛾類」

にないものには○印、遊磨正秀氏の「六甲山地域の蛾

類I、 II」にないものには◎印をつけた。○、◎、又

は両印のついたものは両氏の記録をや、補足したもの
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ノメイガ亜科

1．シロオビノメイガHymeniarecurvalis

Fabricius
J｡

2．オオキノメイガBotyodesprincipaMsLeecl

3． クロスジキンノメイガpleuroptyabalteata

Fabricius

Leech

4．ホソミスジノメイガPleuroptyachlorophanta

Butler

5． コブノメイガCnaphalocrocismedinalis

Guenee

6．フチグロノメイガPalatalantaussurialis
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シャクガ科

ホシシャク頑科

1．ウスバフユシャク

Bremer

7．ウスイロキンノメイガPleuroptyabrevipennis

Inoue

8． クロ診、リノメイガSyleptafuscomarginalis

Leech

9．モンシロルリノメイガUresiphitatricolor

Butler

10.モンキクロノメイガHerpetogramma

luctuosalisGuenee

11．マエアカスカシノメイガPalpitanigropunct-

alisBremer

l2・マメノメイガMarucatestulatisHUbner

l3･ クロスジノメイガTyspanodesstriata

Butler

l4・モモノゴマダラノメイガConogethespunctif-

eralisGuenee

アオシャク亜科

1．オオシロアヤシャク

○2． コアヤシヤク Pingasapseudoterpnaria

Guenee 27．Ⅷ. 1967.

3．オオアヤシャク

4．ウスアオシャク

○5．アシブトチズモンアオシャクAgathiacurvi-

finiensProut

6．カギバアオシャク

○7． ヒメカギバアオシャクMixochloravitata

Moore 27．Ⅷ、 1967.

○8．キマエアオシャクNeohipparchusrallata

Butler 3．Ⅷ、 1968.

○9． ヨツモンマエジロアオシャク Comibaena

procumbariaPryer l8．Ⅷ、 1984.

○10.クロモンアオシャク Comibaena

nigromaculariaLeech 26．Ⅵ、 1968.

○11． コヨッメアオシャク Comostolasubtiliaria

Bremer

○12．アカホシヒメアオシャク Comostola

rubripunctataWarren

フトメイガ亜科

1．オオフトメイガTeliphasaamicaButler

2．ナカアオフトメイガTeliphasaelegans

Butler

3．ナカムラサキフトメイガCraneophoraficki

Christoph

シマメイガ亜科

1．ウスオビトガリメイガ（へリグロトガリメイガ）

EndotrichaconsociaButler

ヒメシャク亜科

1 ．フタナミトビヒメシャク

○2．ナミスジチビヒメシャク Scopulapersonata

Prout 8．Ⅲ． 1984.

○3．モントビヒメシャク Scopulamedicaria

Leech 5．Ⅸ、 1967.

○4．ウスキヒメシャク IdaeabiselataButler

l．Ⅸ、 1968．

○5．オオウスモンキヒメシャク Idaea

imbecillalnoue

マダラメイガ亜科

1．マッノシンマダラメイガDyoryctriasylvest-

strellaRotjeburg
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ナミシャク亜科

1． ノ､コベナミシャク

○2．ウスベニスジナミシャク Esakiopteryx

21．Ⅳ、 1968． volitansButler

○3．シロホソスジナミシャクMicrolygris

multistriataMoore l4．Ⅳ、 1968.

4．シロシタトビイロナミシャク

○5．ナカオビアキナミシャク Nothoporinia

トガリバガ科

1．アヤトガリバ

2．モントガリバ

3．ホソトガリバ

4．ナカジロトガリバ

5．ムラサキトガリバ
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Bremer&Grey キイロスズメ

ビロードスズメ

ォォスヵシパ

ホシヒメホウジャク

1rroratarlaBremer&G1

1ダ‘ 20.Ⅶ‘ 1968．

○49． クロズウスキエダシャク Lomographa

simpliciorButler

50.ホシミスジエダシャク

○51． ヨモギエダシャクAscotisselenaria

Denis&SchiffermUller

０
０
６
０

０
１
２
３

１
１
１
１

シャチホコガ科

1．ハガタエグリチャチホコ

2． クビワシャチホ．

3．ルリモンシャチホコ

4．ホソバシャチホ．

5． タカサゴツマキシャチホコ

6．モンクロシャチホコ

7．セダカシャチホ．

8．アオセダカシャチホコ

○9．ヘリスジシャチホコNeopheosiafasciata

1ex、 30．Ⅶ. 1969．ケーブル山上駅Moore

ケーブル山上駅にて

○10.ムラサキシャチホコUropyiameticulodina

OberthUr

1ex. 2.Ⅷ． 1968. ケーブル山上駅にて。

11．モンクロギンシャチホコ

12．ツマアカシャチホコ

13． ウスイロギンモンシャチホコ

14．オオネグロシャチホコ

15． クロシタシャチホコ

16．アオバシャチホ．

17．ギンシャチホコ

18．ヤスジシャチホコ

S'9ｴゾギﾝﾓﾝｼｬﾁﾎｺ Spataliajejoensis
Wileman&South Wileman&

1罰． 18．Ⅷ． 1984．ロープウェー山頂駅にて。

6km東の六甲山頂附近にはブナ、 イヌブナの原

生林がある。

○20．オオトビモンシャチホコ Phalerodonta

manlegiLeech

21． ヒメシャチホコ

○22．スズキシャチホコ Suzukianacinerea

Butler
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ヤママユガ亜科

1． シンジユサン

2．ヤママュ

3．オオミズアオ

4． クスサン

○5．ウスタビガRhodiniafugaxButler

エゾヨツメ亜科

1．エゾヨツメ

スズメガ科

1 ．エビガラスズメ

○2． メンガタスズメAcherontiastyxWest.

wood

3． クチバスズメ

4． トビイロスズメ

5．ホソバスズメ

6．モモスズメ

7．サザナミスズメ

8．シモフリスズメ

9． クルマスズメ
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カバスジヤガ

オオバコヤガ

ウスイロアカフヤガ

シロモンヤガ

ノ、コベヤガ

キシタミドリヤガ

カギモンヤガ

ウスイロカバスジャガ

○7． ミノモマイマイ

○8．カシワマイマイ

9．キドクガ

○10.エルモンドクガArctornis

25．Ⅷ、 1984.

11． ドクガEuproctissubflava

●
●
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●
●
●
●
●
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皿
皿

I.nigrum

Muller

Bremer

ヒトリガ科

コケガ亜科

○1．マエグロホソバConilepianigrocosta

l5．Ⅸ、 1967. Leech

2．スジベニコケガ

3． ヨッボシホソバ

4．ベニヘリコケガ

Ｓ
・
喝
ｒ

●
。
■
■
一

ｋ
ｎ
ｌ

ｎ
ｒｒ

勺
。
ｅ

ｉ
Ｗ
Ｃ
ａ
帥

ｕ

血
Ｂ

獣
Ｂ

ａ

ａ

ｅ
ａ

、
ｎ
ｍ
・

ｒ

ｍ
エ

ｅ

ｍ

勺
ｑ

ｅ
勺
１
ａ

剛
ウ

Ｗ
イ

ｆ

●
勺
Ⅱ
△ａ

ａ

Ｓ
ｔｏ

ｎ
ロ

、
、
ｅ

○
一
Ⅱ
』
●

Ｓ
・

ウ
．

ｒ
８
７

ウ
０
６
６
８卜５

岨
ウ
ウ
ウ
ウ
的
ウ
ヨ
畑

トウ
ョ
ウ
ト
ガ
ガ
キ
・

ガ
・
ト
ト
ト
ト

ト
キ
リ
Ⅳ
ヨ
ョ
ョ
ョ
Ⅸ
ト
ョ
リ
リ
ビ
Ⅷ
て

ヨ
サ
ガ
キ
・
キ
キ
キ
キ
・
ウ
ヨ
キ
キ
キ
オ
・
に

科
タ
ラ
リ
ニ
別
ビ
ン
ロ
ジ
的
ト
ガ
ク
ロ
ン
ロ
タ
８
駅

蠅
酌
仏
時
卒
肌
舛
弾
鋤
加
鼎
内
防
群
燗
托
刈
湘
堅
順

ウ
シ
ヒ
カ
ウ
ー
フ
ウ
ス
ナ
ー
ア
ョ
キ
ク
ケ
キ
オ
ー
イ

トヨ
ー
２
３
４
５
６
７
８
９
加
皿
胆
咽
叫
蛎

○
◎
○
◎
○
◎

ヒトリガ亜科

1．スジモンヒトリ

2． クワゴマダラヒトリ

3．シロヒトリ

4．ベニシタヒトリ

ヤガ科

ウスベリケンモン亜科

1．ウスベリケンモン

2．キバラケンモン
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セダカモクメ亜科

1．テンスジキリガ

S2ｷﾏｴｷﾘがHemiglaeacostalis
17．Ⅲ、 1984． Butler

○3．ホシオビキリガConistraunimacula

2exs. 17．Ⅲ． 1984． Sugi

S4ｷﾄガﾘｷﾘかTelortaedentataLeech
l研． 26．m、 1967．

訊訊． 8．Ⅲ、 1984．

○5． ノコメトガリキリガTelortadivergens

l研． 16．m、 1967． Butler

○6．アオバハガタヨトウAntivaleriaviridimac-

1罰． 29．Ⅸ、 1967. ulaGraeser

S7 ,､ｲｲﾛｾダｶﾓｸﾒ Cuculliamaculosa
1平． 10.m. 1967. Staudinger

Saｹﾝﾓﾝﾐドﾘｷﾘが(ﾐドﾘｹﾝﾓﾝ）
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Helicoverpaarmigera

l967・ Hubner

HeliothisfervensButler

l967．

モンヤガ亜科

1． タマナヤガ

2．カブラヤガ

3． クロクモヤガ
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DaseochaetaviridisLeech

2罰． 8．m、 1984． ロープウェイ山頂駅にて。

S9ﾎｿパﾊｶﾀﾖﾄｳMagenephriafunestra
1ダ． 10.m. 1984. Leech

ロープウェイ山頂駅にて。

○10．アヤモクメキリガXylenafumosaButler

l7．Ⅲ． 1984.

SuスギﾀﾆﾓﾝｷﾘｶSugitanialepida
1ex. 17.m、 1984. Butler

○12．ヘーネアオハガタヨトウ IsopobiahOenei

4exs、 8.m． 1984. Boursin

ロープウェイ山頂駅にて。

S1aオオ'､ｶﾀﾖﾄｳBlepharitamelanodonta
1早． 4．Ⅲ､1985． Hampson

3． リュウキュウキノカワガ

4．キノカワガ

リンガ亜科

g'ﾐドﾘﾘﾝがClethrophora
l伊． 30．Ⅷ、 1984. ’

ロープウェイ山頂駅にて。

2．ギンボシリンガ

distincta

Leech

コヤガ亜科

1．ウスアオモンコヤガ

2．フタトガリコヤガ

3．ニセシロフコヤガ
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カラスヨトウ亜科

1．シロホシキシタヨトウ

2．ウスキシタヨトウ

3． クロモクメヨトウ

4．シロスジアオヨトウ

5．モクメヨトウ

6．ハスモンヨトウ

7． ヒメサビスジヨトウ

8．シロモンオビヨトウ

9．オオシマカラスヨトウ

10．カラスヨトウ

11．シロスジカラスヨトウ

12．オオウスヅマカラスヨトウ

○13．モンオビヒメヨトウDysmilichiagemella

l罰． 15．Ⅸ、 1967． Leech

○14．ムラサキツマキリヨトウCallopistriajuventina

l罰． 5．Ⅸ、 1967． Stoll

○15． ヒメツマキリヨトウCallostriaduplicans

l畝． 3．Ⅷ、 1968． Walker

16． コマルモンシロガ

○17．ハジマヨトウBambusiphilavulgaris

3．Ⅷ． 1968． Butler

○18．アミメツマキリヨトウCallopistriaaethiops

26． V、 1968． Butler

S'9'､ﾙﾀギﾝかChasminodesalbonitens
Bremer

S20キスジｳｽｷﾖﾄｳArchanarasparganii
Esper

フサヤガ亜科

1．フサヤガ

2．ナンキンキノカワガ

朕

シタバガ亜科

○1．オニベニシタバCatocaladulaBremer .

○2．シロシタパCatocalaniveaButler

l平． 29．Ⅶ、 1967． ロープウエイ山頂駅にて

SaｶバﾌｷｼﾀパCatocalamirificaButler
1早・ 16．Ⅷ、 1984． 1早． 18．Ⅷ． 1984．

1￥、 9．Ⅷ、 1985． 3頭ともにロープウェイ

山頂駅にて。

4．マメキシタバ

5．アミメキシタバ

6．キシタパ

7． コガタキシタバ

SaｸﾛﾓﾝｼﾀパOphiusatirhacaCramer
1f. 10.Ⅸ、 1967.ロープウェイ山頂駅にて

○9． コヘリグロクチバ（コヘリグロシタバ）

OphiusaolistaSwinhoe

10・ムラサキアシブトクチバ

11．オオウンモンクチバ

12．モンムラサキクチバ

13．フクラスズメ

14． ノ､グルマトモエ

15．カギバトモエ

16．オオトモエ
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おわりに

目録の発表には学名を列記するのが常識であるが、

肉体的、時間的な限界を感じたこともあり、 まことに

雑に和名を並べて汗顔のいたりである。

少壮の学者である田中蕃氏、遊磨正秀氏の記録に対

し、私が数十種を加えたといさ、か自負はしたが、私

の少ない経験から見ても蛾の飛来状況は年毎にかたよ

りがあり、田中氏が数十種を得られた月、 日でも他の

年には別のグループの蛾が優勢となり、田中氏の得た
蛾が一頭も見られず、彼の見なかった蛾を私が得るこ

とも当然である。

又私の標本の大半は十数年以前のものであり、参考

とした田中、遊磨氏の目録も古いものであり、その後

のを私の浅学から知らないので新人の参考には不十分

なので申しわけない。将来時間が許せば1980年以後の

六甲、摩耶山の記録を集積したく同好者の御協力をお

願いします。

いろいろ御指導、同定、 コピーを頂いた田中蕃氏、

遊磨正秀氏、他諸兄に感謝申し上げるとともに、本誌
の諸兄からも御叱正、御指導頂くことを希望します。

1985年12月

クチバ亜科

○1． ヒメクビグロクチパLygephilarecta
Bremer

○2．カクモンキシタ（Chrysorithrumamatum

Bremer&Grey

○3．アカキリバAnomismesogonaWalker

4．オオエグリパ

5．アカエグリバ

Saﾋﾒｱｹピｺﾉ'､ OthreisfulloniaClerk
l旱． 10．Ⅸ、 1967． ロープウエイ山頂駅にて

7．アケビコノノ、

8．ルリモンクチバ

9．アカテンクチバ

○10.ハガタクチバ（オオシラフクチ（）

DeddalalucilaButler

○11．ナカジロシタパAedialeucomelasLinnae-
us

12．マダラエダリバ

○13．オビマダラアツ（Raparnaroseata

Wileman&South

14． クロキシタアツパ

15． コウンモンクチバ

○16．オオアカキリバAnomiscommodaButler

浮身P山素洵風
アツパ亜科

S'"ﾎｼﾑﾗｻｷｱﾂパBomolochanigrobasalis
Herz

2．ヤマガタアツバ

字へ
‐

クルマアツバ亜科

S'､ﾅﾏｶﾘｱﾂ'･ Hadenniaincongruens
Butler

S2ｼﾛﾃﾝﾑﾗｻｷｱﾂパParacolaxpryeri
Butler

○3． トビスジアツバHerminiatarsicrinalis
Knoch

S4ｵビﾏダﾗｱﾂバRaparnaroseata
Wileman&South

〃
イ
ー
ー

;9恥換

言御山頂

ま尭黙1午”'吟〉

トラガ科

1．ベニモントラガ

2． ヒメトラガ

押
令

ｹｰﾌ彦下
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